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平成 29 年度 

３月補正予算(案)の概要 
 

1 補正予算の概要 

 

今回の補正予算は、基本的に平成 29 年度の最終補正の位置付けであり、決算を見

据えて年度内に不足や不用が見込まれる経費について調整を行うもので、全ての会計

において補正予算を計上しています。 

また、給与改定に伴う人件費や国の補正予算の成立等に伴う事業についても補正予

算を計上しており、年度内完了が困難と見込まれるものについては、既存事業も含め

て繰越明許費を計上しています。 

一般会計の主なものでは、地域農業の担い手の育成・支援を行う「担い手確保・経

営強化支援事業」などを新たに計上しており、歳入面では増収が見込まれる「市税」

を増額補正しています。 

また、特別会計については、各会計で人件費及び事業費の調整を行っていますが、

湯本温泉事業では、配湯タンク整備に係る工事費を追加計上しています。 

 

２ 補正予算の規模 

 
● 補正予算額 

（単位：千円）

補正前予算額 補正予算額 補正後予算額

21,360,334 ▲ 487,789 20,872,545

11,212,766 ▲ 265,792 10,946,974

国民健康保険事業 6,096,979 ▲ 271,285 5,825,694

湯本温泉事業 133,287 126,107 259,394

介護保険事業 4,184,708 ▲ 94,198 4,090,510

電気通信事業 98,332 53 98,385

後期高齢者医療事業 699,460 ▲ 26,469 672,991

32,573,100 ▲ 753,581 31,819,519

※一般会計補正予算額のうち人件費78,047千円（うち給与改定分20,062千円）、他会計繰出金26,461千円

※特別会計補正予算額のうち人件費▲900千円（うち給与改定分1,266千円）

会計名

一般会計

特別会計

合　　計
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● 補正予算の財源 
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源 合計

▲ 96,547 130,853 ▲ 348,600 ▲ 58,348 ▲ 115,147 ▲ 487,789

▲ 303,641 ▲ 34,683 0 202,638 ▲ 130,106 ▲ 265,792

国民健康保険事業 ▲ 281,107 ▲ 20,911 177,524 ▲ 146,791 ▲ 271,285

湯本温泉事業 59,029 67,078 126,107

介護保険事業 ▲ 22,534 ▲ 13,772 ▲ 28,217 ▲ 29,675 ▲ 94,198

電気通信事業 53 53

後期高齢者医療事業 ▲ 5,698 ▲ 20,771 ▲ 26,469

▲ 400,188 96,170 ▲ 348,600 144,290 ▲ 245,253 ▲ 753,581

会計名

一般会計

特別会計

合　　計
 

 

● 繰越明許費 
（単位：千円）

会計 款 項 事業名 金額

一般 総務費 総務管理費 市有財産利活用事業 60,300

一般 民生費 社会福祉費 老人福祉施設建設及び開設準備経費補助事業 37,589

一般 農林水産業費 農業費 農地情報公開関連システム改修事業 2,139

一般 農林水産業費 農業費 担い手確保・経営強化支援事業 93,986

一般 農林水産業費 農業費 仙崎地区グランドデザイン整備事業 10,434

一般 農林水産業費 水産業費 県営漁港ストックマネジメント事業費負担金 13,013

一般 農林水産業費 水産業費 水産環境保全創造事業 5,512

一般 商工費 商工費 企業立地促進事業 232,450

一般 商工費 観光費 龍宮の潮吹周辺整備事業 59,436

一般 商工費 観光費 湯本温泉事業特別会計繰出金 69,029

一般 商工費 観光費 長門湯本温泉観光まちづくり事業 40,900

一般 土木費 道路橋梁費 市道八幡線改良事業 31,200

一般 土木費 道路橋梁費 市道ルネッサながと線改良事業 49,446

一般 土木費 道路橋梁費 市道山本新開海岸線橋梁改修事業 31,083

一般 土木費 道路橋梁費 市道早田上原線改良事業 2,400

一般 土木費 道路橋梁費 市道志道田線改良事業 6,200

一般 土木費 都市計画費 地籍調査事業 49,768

一般 土木費 住宅費 住宅・建築物耐震化促進事業 46,111

温泉 温泉費 温泉事業費 湯本温泉配湯タンク整備事業 138,058  
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３ 主な事業 
   ※上段( )書きは補正前の額  

● 一般会計（新規２件） 
 

（農林水産業費） 

（国の補正関連）

担い手確保・経営強化支援事業費交付金

・事業主体　認定農業者（個人）14人、認定農業者（法人）10人、認定新規就農者1人

・総事業費　195,561千円（補助率1/2、制度資金等の融資残への助成）

・事業内容　農業用機械・施設導入に対する支援（農業用機械41件、農業用施設3件）

93,986 千円

　ＴＰＰ等関連政策大綱に基づく国の補正予算を活用し、今後の地域農業をけん引する優れた経営感覚を備えた担い
手を育成・支援することにより、人材力強化を進め、力強く持続可能な農業構造を実現する。

担い手確保・経営強化支援事業
■経済観光部　農林課

目　　的

事業概要

予算書掲載頁 75

新規

　先進的な農業経営の確立に意欲的な地域の担い手に対し、必要な農業用機械・施設の導入に係る経費の一部を補助
する。

 

 県営事業負担金（国の補正関連） ■

　 国の補正による県営農村地域防災減災事業（ため池等整備工事）及び県営農業競争力強化基盤整備事業（本郷地区
 ほ場整備）の事業費増に伴い、県営事業負担金の補正を行う。（補正額は国補正分以外の減額も含む）

（129,743千円 ）　

継続
▲716千円 経済観光部 農林課

 
 

（土木費） 

 市道志道田線道路改良事業 ■

三隅地区工場用地整備事業実施に伴い、地域住民の生活環境基盤の保全を図るための市道整備を行う。

建設部 都市建設課
新規

6,200千円

 

 地籍調査事業（国の補正関連） ■

（67,181千円 ）　

47,399千円 建設部 都市建設課
継続

　 国の補正を活用し、次年度に予定していた地籍調査事業の一部を前倒して実施する。（補正額は執行済の入札残に
 よる減額も含む）  

  ※ 掲載事業以外の国の補正関連事業として、向陽小学校のトイレ改修を行う「学校施設改修事業（47,987 千円）」を 
平成 30 年度当初予算で計上しています。 

 

● 特別会計 
 

（湯本温泉事業特別会計） 

事業計画

・平成29年度　地盤改良工事、タンク基礎及び本体工事

・平成30年度　外面化粧工事、場内配管・設備工事、排水工事、電気設備工事

予算書掲載頁 127

（36,160 千円）

138,058 千円湯本温泉配湯タンク整備事業

　需要湯量の増加や湯本温泉の進出旅館への配湯に対応するため、配湯タンクを増設し、湯本温泉配湯事業の安定運
用を図る。

事業概要

　湯本地区の旧配湯センター跡地において、新たに湯本温泉３号タンク（ＳＵＳ製 500㎥）を整備する。

継続
■経済観光部　観光課

目　　的

 


